
 

 

 

 

 

                              

我々、大人が子供にできること 

校長 西尾 克人 

一人一人の子供たちが夏休みの思い出を胸に刻み、２学期が始まりました。子供たちのにぎや
かな声が聞こえ、学校に活気が戻りました。２学期は「学習発表会」、５年生「わくわく自然教
室」、６年生「日光移動教室」、「学校公開」などがあります。子供の成長の糧になるように教育活
動を進めていきたいと思います。 
 さて、７月２９日に公開された「令和６年度 全国学力・学習状況調査（第６学年）」の本校の

調査結果について掲載します。「全国学力・学習状況調査」の目的は、「学校が児童の学力や学習
の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて児童生徒への学習指導の改善・充実等に
取り組む」ことです。大切なことは、他校や地区ごとの比較ではなく、児童一人一人の現状や学
校の傾向を知り、改善案を考え対応することです。詳細な結果については、ホームページなどで
公開していきます。 

今回は、家庭と学校が共有した方がよいと思うことをお知らせします。調査の中には、質問紙調査
（アンケート）があります。学力との相関関係を分析してグラフで表してみました。 
 

①・②ゲーム・動画視聴の時間について 

（スマホ・タブレット・テレビ等） 

「全くしない」と「４時間以上」の子供

を比べると、国語も算数も正答率の差が約

３０％以上あることが分かりました。学力

と相関関係があることがうかがえます。 

特にスマートフォンが普及してから、家

庭でも個別で過ごす時間が増えていま

す。学校でも指導をしたいと思っていま

すが、家庭の協力が必要です。スマート

フォンを使用する場合、「時間を決め

る」、「夜は親が預かる」など SNS のルー

ルを決めることも大事になると思いま

す。また、他の設問から「朝食を必ず食

べる」という子供は学力が高いというこ

とが分かりました。 

③「学校は楽しいですか」の回答について                                              

「学校が楽しい」と回答している子供は、

相対的に学力も高いことが分かりました。

「将来に夢をもつ」、「自分にはよい所があ

る」、「人に役にたちたい」という質問に

も、学力と相関関係がみられました。これ

らのような意識をもてるように、学校でも

指導をしていきたいと思っています。 

学校では、子供が前向きに生活できるよう、のびのびと自分らしさを発揮できることを目指し

ていきます。「生活習慣を身に付けていく」、「前向きに生活できるようにする」ことが、我々、大

人ができることです。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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令和６年度全国学力・学習状況調査結果（一部抜粋）より 

①ゲームの時間と正答率の関係について 

②動画視聴の時間と正答率の関係について 

③「学校は楽しいですか」の回答と正答率の関係について 


